
小
笠
原
諸
島
世
界
自
然
遺
産
を
後
世
に
残
す
た
め
に

小
笠
原
諸
島
は
、
昨
年
６
月
に
世
界
自

然
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
以
降
、
観
光
客
等

の
来
島
者
が
、
確
実
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

お
が
さ
わ
ら
丸
の
乗
船
客
数
（
表
１
）

に
つ
い
て
、
平
成
21
年
度
以
降
を
月
別
に

比
較
す
る
と
、
夏
期
の
増
加
は
僅
か
で
す

が
、
９
月
か
ら
12
月
ま
で
を
み
る
と
、
23

年
度
は
、
21
・
22
年
度
の
同
時
期
に
比
べ
、

増
加
し
、
６
月
か
ら
12
月
ま
で
の
総
数
は
、

約
５
割
増
し
の
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
森
林
生
態
系
保
護
地
域
内
の
指

定
ル
ー
ト
の
利
用
者
数
は
、
21
・
22
年
度

に
対
し
、
世
界
自
然
遺
産
に
推
薦
さ
れ
て

以
降
、
増
え
て
お
り
、
23
年
６
月
か
ら
12

月
ま
で
の
総
数
（
表
２
）
は
、
約
８
割
増

し
の
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

特
に
、
父
島
で
は
、
東
平
に
あ
る
ア
カ

ガ
シ
ラ
カ
ラ
ス
バ
ト
サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ
ー
、

島
南
部
、
千
尋
岩
へ
の
指
定
ル
ー
ト
の

利
用
者
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
母
島

で
は
、
石
門
へ
の
ル
ー
ト
が
人
気
で
す

が
、
体
力
等
を
考
慮
し
て
、
比
較
的
利

用
し
や
す
い
、
乳
房
山
、
南
崎
の
遊
歩

道
の
利
用
者
が
多
い
よ
う
で
す
。
乳
房

山
遊
歩
道
沿
い
に
は
、
小
笠
原
固
有
植

物
の
ハ
ハ
ジ
マ
ノ
ボ
タ
ン
や
ワ
ダ
ン
ノ

キ
、
シ
ュ
ス
ラ
ン
な
ど
を
見
る
こ
と
が

出
来
ま
す
。

ま
た
、
希
少
動
物
の
ア
カ
ガ
シ
ラ
カ

ラ
ス
バ
ト
が
少
し
ず
つ
増
え
て
き
て
お

り
、
母
島
で
は
、
一
般
の
方
の
確
認
情

報
が
母
島
観
光
協
会
に
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。
餌
と
し
て
い
る
シ
マ
ホ
ル
ト
ノ

キ
等
の
実
が
落
ち
る
時
期
に
は
、
南
崎

や
乳
房
山
の
遊
歩
道
を
散
策
中
に
カ
ラ

ス
バ
ト
に
出
会
う
こ
と
が
出
来
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

森
林
生
態
系
保
護
地
域
内
の
利
用
に
あ

た
っ
て
は
、
指
定
ル
ー
ト
以
外
の
区
域
に

入
る
こ
と
を
規
制
し
て
い
ま
す
が
、
特
に

母
島
に
お
い
て
は
、
希
少
な
陸
産
貝
類
が
、

オ
ガ
サ
ワ
ラ
ビ
ロ
ウ
や
タ
コ
ノ
キ
の
落
ち

葉
の
裏
な
ど
に
生
息
し
て
い
ま
す
の
で
、

落
ち
葉
な
ど
を
踏
む
こ
と
の
な
い
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

今
後
と
も
、
世
界
自
然
遺
産
の
小
笠
原

諸
島
の
固
有
動
植
物
や
、
森
林
生
態
系
を

維
持
し
て
い
く
た
め
に
、
林
野
庁
、
環
境

省
、
東
京
都
、
小
笠
原
村
の
各
関
係
機
関

が
連
携
・
協
力
し
て
外
来
動
植
物
種
の
駆

除
事
業
を
行
い
、
計
画
的
な
保
全
・
管
理

を
進
め
て
参
り
ま
す
。
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小
笠
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森
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系
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世界遺産ロゴマーク

入港中のおがさわら丸

南島から見た千尋

注：指定ルートとは、森林生態系保護地域に生息・生
育する貴重な動植物の保護と観光などによる利用の
調整を図るため、立ち入り可能なルートを指定した
ものです。

表１

表２




